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「
女
性
と
年
金
」
の
問
題
を
考
え
る

一
橋
大
学
教
授

高
山
憲
之

厚
生
労
働
省
年
金
局
長
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
等
に
対
応
し
た
年
金
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

（

。

、

「

」

）

座
長
は
袖
井
孝
子
教
授

以
下

単
に

検
討
会

と
略
称
す
る

の
議
論
は
最
終
と
り
ま
と
め
の
段
階
に
入
り
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

は
複
線
化
し
、
就
業
形
態
も
正
規
社
員
だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
、
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
、
嘱
託
、
業
務
委
託
請
負
、
フ
リ
ー
タ

ー
、
自
由
業
者
、
自
営
業
者
、
家
事
手
伝
い
、
無
職
、
専
業
主
婦
な

ど
、
き
わ
め
て
多
様
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
日
本
の
公
的
年
金
は

専
業
主
婦
を
典
型
モ
デ
ル
と
し
て
制
度
を
設
計
し
て
き
た
。
専
業
主

婦
が
少
数
派
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
女
性
を
め
ぐ
る
年
金
制
度
を
改

め
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

、

、

と
く
に
専
業
主
婦
世
帯
と
共
働
き
世
帯

夫
婦
世
帯
と
単
身
世
帯

異
な
る
所
得
階
層
間
、
男
女
間
な
ど
で
制
度
と
し
て
の
「
公
平
性
」

を
確
保
す
る
こ
と
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
一
方
、
就
業
選
択
か
ら
「
中

立
」
的
な
制
度
を
求
め
る
声
も
強
い
。

本
稿
で
は
「
女
性
と
年
金
」
を
め
ぐ
る
考
え
方
を
整
理
し
、
読
者

の
参
考
に
資
し
た
い
。

一

専
業
主
婦
世
帯
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
か

「
女
性
と
年
金
」
の
問
題
は
、
い
わ
ゆ
る
第
三
号
被
保
険
者
問
題

に
集
約
さ
れ
る
形
で
こ
れ
ま
で
活
発
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
第
三
号

被
保
険
者
（
そ
の
大
半
は
専
業
主
婦
）
に
も
保
険
料
を
直
接
納
め
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

現
行
制
度
は
専
業
主
婦
世
帯
を
優
遇
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

優
遇
が
ど
こ
か
ら
発
生
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
共
通
の
理
解
が
な

い
。共

働
き
世
帯
と
片
働
き
（専
業
主
婦
）世
帯
の
比
較

共
働
き
グ
ル
ー
プ
は
第
三
号
被
保
険
者
の
取
り
あ
つ
か
い
に
不
満

を
も
つ
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
不
満
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
調
べ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
老
齢
年
金
を
ま

ず
取
り
あ
げ
、
つ
い
で
遺
族
年
金
問
題
に
す
す
む
こ
と
に
す
る
。
念

頭
に
お
く
の
は
勤
労
者
世
帯
で
あ
る
。
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夫
婦
単
位
で
拠
出
と
給
付
の
関
係
を
み
る
と
、
老
齢
年
金
に
か
ん

す
る
か
ぎ
り
共
働
き
と
片
働
き
に
ち
が
い
は
基
本
的
に
な
い
。
た
と

え
ば
片
働
き
の
夫
の
月
給
が
四
○
万
円
、
共
働
き
の
月
給
が
夫
二
○

万
円
、
妻
二
○
万
円
の
場
合
を
想
定
し
て
み
よ
う
。
こ
の
と
き
一
階

の
年
金
（
基
礎
年
金
）
は
一
人
月
額
六
万
五
〇
〇
〇
円
（
一
九
九
四

年
度
価
格
）
で
双
方
同
じ
で
あ
る
。
二
階
の
年
金
月
額
は
四
○
年
加

入
で
片
働
き
の
夫
が
一
二
万
円
、
共
働
き
の
夫
婦
が
一
人
六
万
円
ず

つ
で
合
計
一
二
万
円
と
な
り
、
双
方
に
違
い
は
な
い
（
一
九
九
九
年

度
改
正
以
前

。
一
方
、
保
険
料
負
担
も
月
給
に
比
例
す
る
の
で
、

）

夫
婦
合
計
の
月
給
が
同
じ
で
あ
れ
ば
負
担
は
同
額
に
な
る
。

片
働
き
世
帯
の
主
婦
は
み
ず
か
ら
年
金
保
険
料
を
い
っ
さ
い
納
め

な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
の
よ
う
に
片
働
き
世
帯
と
共
働
き

「

」

。

世
帯
の
間
に

拠
出
と
給
付
の
関
係

を
め
ぐ
っ
て
不
公
平
は
な
い

、

（

、

た
だ

世
帯
合
計
の
月
給
が
七
〇
万
円

共
働
き
の
夫
三
五
万
円

妻
三
五
万
円
）
の
場
合
、
専
業
主
婦
世
帯
の
夫
は
標
準
報
酬
月
額
が

六
二
万
円
と
み
な
さ
れ
、
世
帯
合
計
の
保
険
料
負
担
は
専
業
主
婦
世

帯
の
方
が
低
く
な
る
（
そ
の
分
、
世
帯
合
計
の
二
階
の
年
金
給
付
月

額
も
低
く
な
る

。
年
金
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
賃

）

金
上
限
を
と
り
は
ら
い
（
す
な
わ
ち
青
天
井
化
さ
せ
る

、
給
付
に

）

つ
い
て
は
賃
金
上
限
を
残
す
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
右
の
問
題
は

解
決
さ
れ
る
。

遺
族
年
金

現
行
制
度
の
も
と
で
は
、
世
帯
ベ
ー
ス
で
同
額
の
保
険
料
を
負
担

し
て
も
、
遺
族
年
金
は
片
働
き
世
帯
の
方
が
多
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
た
と
え
ば
先
ほ
ど
の
例
（
片
働
き
の
夫
の
月
給
が
四
〇
万
円
、

共
働
き
の
月
額
が
夫
二
〇
万
円
、
妻
二
〇
万
円
の
場
合
）
に
も
ど
る

と
、
夫
に
先
立
た
れ
た
妻
が
手
に
す
る
遺
族
年
金
額
（
基
礎
年
金
を

ふ
く
む
）
は
片
働
き
世
帯
が
月
額
一
五
万
五
〇
〇
〇
円
、
共
働
き
世

帯
が
一
二
万
五
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
（
金
額
は
い
ず
れ
も
一
九

九
四
年
度
価
格
。
一
九
九
九
年
度
改
正
前

。）

こ
の
と
き
「
片
働
き
世
帯
か
ら
年
金
保
険
料
を
も
っ
と
多
く
徴
収

」

「

」

せ
よ

と
い
う
か

双
方
の
遺
族
年
金
給
付
を
無
差
別
に
し
な
さ
い

と
い
う
か
は
政
策
判
断
の
問
題
で
あ
る

「
第
三
号
被
保
険
者
か
ら

。

」

、

年
金
保
険
料
を
直
接
徴
収
せ
よ

と
い
う
声
が
一
部
に
あ
る
も
の
の

な
ぜ
負
担
調
整
が
給
付
調
整
よ
り
望
ま
し
い
の
か
判
然
と
し
な
い
。

昨
今
の
苦
し
い
経
済
状
況
の
な
か
で
、
公
的
年
金
の
保
険
料
引
き

上
げ
が
即
座
に
必
要
と
な
る
方
策
に
は
疑
問
が
の
こ
る
。
給
付
調
整

で
双
方
の
遺
族
年
金
を
無
差
別
と
す
る
こ
と
で
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
た
と
え
ば
専
業
主
婦
は
賃
金
収
入
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
名
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義
で
は
報
酬
比
例
（
二
階
部
分
）
の
老
齢
年
金
を
う
け
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
専
業
主
婦
が
受
給
し
て
い
る
報
酬
比
例
の
老
齢
年
金

を
ゼ
ロ
と
み
な
す
。
つ
ぎ
に
報
酬
比
例
の
老
齢
年
金
に
つ
い
て
、
そ

の
夫
婦
合
算
額
を
も
と
め
る
。
そ
の
合
算
額
の
四
分
の
三
（
ま
た
は

二
分
の
一
）
を
報
酬
比
例
の
遺
族
年
金
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ

ば
、
片
働
き
世
帯
と
共
働
き
世
帯
の
遺
族
年
金
は
無
差
別
に
な
る
。

六
つ
の
改
革
案

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
検
討
会
で
は
、
専
業
主

婦
世
帯
の
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
六
つ
の
改
革
案
が
示
さ
れ
た
（
表

参
照

。
Ⅰ
案
以
外
は
い
ず
れ
も
専
業
主
婦
世
帯
に
負
担
増
を
求
め

）

る
案
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅰ
案
は
事
実
上
、
二
分
二
乗
制
の
考
え
方
（
後
述
参
照
）
に
基
づ

い
て
い
る
。
こ
の
案
の
場
合
、
遺
族
年
金
給
付
は
現
行
制
度
よ
り
低

く
な
る
。
ま
た
、
夫
婦
で
加
入
す
る
制
度
が
異
な
る
場
合
、
た
と
え

ば
夫
婦
の
一
方
が
定
額
負
担
の
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
り
、
保

険
料
率
が
異
な
る
共
済
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
り
す
る
と
、
拠

出
と
給
付
を
め
ぐ
る
公
平
性
は
必
ず
し
も
確
保
さ
れ
な
い
。

Ⅱ
案
か
ら
Ⅴ
案
（
育
児
・
介
護
期
間
以
外
）
は
い
ず
れ
も
世
帯
単

位
で
み
る
と
、
賃
金
月
額
が
同
じ
場
合
、
年
金
給
付
が
同
じ
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
専
業
主
婦
世
帯
の
方
が
年
金
保
険
料
負
担
が
高
く

な
っ
て
し
ま
う
。
共
働
き
世
帯
は
賛
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
専

業
主
婦
世
帯
に
新
た
な
不
満
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
専
業
主

婦
の
保
険
料
負
担
を
被
用
者
年
金
制
度
の
本
人
負
担
と
別
建
て
に
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
他
の
社
会
保
険
制
度
で

あ
る
医
療
保
険
制
度
に
も
及
ぶ
。
そ
の
場
合
、
専
業
主
婦
は
た
と
え

ば
国
民
健
康
保
険
に
独
自
に
加
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

、

。

、

ら
な
く
な
る
が

そ
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か

さ
ら
に
Ⅱ
案
の
場
合

専
業
主
婦
の
一
部
に
保
険
料
未
納
者
が
現
わ
れ
、
無
年
金
者
や
低
年

金
の
者
が
専
業
主
婦
に
も
生
じ
て
し
ま
う
。
く
わ
え
て
国
民
年
金
の

保
険
料
は
原
則
と
し
て
定
額
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
人
頭
税
と
同
様

に
逆
進
性
が
最
も
高
い
。
Ⅱ
案
や
Ⅲ
案
は
こ
の
点
で
問
題
が
少
な
く

な
い
。

検
討
会
の
委
員
の
間
で
は
「
Ⅳ
案
に
支
持
が
集
ま
る
」
と
い
う
報

道
も
あ
る

「
専
業
主
婦
に
つ
い
て
は
応
益
負
担
が
望
ま
し
い
」
と

。

か
「
女
性
は
も
っ
と
働
く
べ
き
だ
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
」
を
期

待
し
た
支
持
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
右
に
述
べ
た
問
題
が
Ⅳ
案
に

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
こ
の
案
で
ま
と
め
る
こ
と
に
は
大
き
な

抵
抗
が
伴
う
だ
ろ
う
。

Ⅵ
案
は
専
業
主
婦
世
帯
が
概
し
て
高
所
得
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
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た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
高
所
得
の
者
は
共
働
き
世
帯
や
単
身
世
帯

の
中
に
も
お
り
、
そ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
も
保
険
料
の
追
加
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
号
被
保
険
者
問
題
の
解
決
法
と
し
て
は

や
や
変
則
的
で
あ
り
、
部
分
的
対
応
に
と
ど
ま
る
。

シ
ン
グ
ル
と
カ
ッ
プ
ル
の
比
較

第
三
号
被
保
険
者
の
あ
り
方
に
か
ん
す
る
も
う
一
つ
の
批
判
は
、

シ
ン
グ
ル
（
独
身
）
グ
ル
ー
プ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
右

の
例
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の
月
給
が
四
○
万
円
で
あ
る
と
し
て

も
、
シ
ン
グ
ル
と
片
働
き
世
帯
（
専
業
主
婦
世
帯
）
で
は
「
拠
出
と

給
付
の
関
係
」
が
無
差
別
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

ち
な
み
に
世
帯
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
シ
ン
グ
ル
の
年
金
月
額
は
基
礎

年
金
一
人
分
（
一
九
九
四
年
度
価
格
で
六
万
五
〇
〇
〇
円
）
だ
け
少

な
い
。
な
お
夫
婦
合
算
の
月
給
が
四
〇
万
円
の
共
働
き
カ
ッ
プ
ル
と

月
給
四
〇
万
円
の
シ
ン
グ
ル
を
く
ら
べ
て
も
、
同
様
の
批
判
が
あ
て

は
ま
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
一
人
世
帯
と
二
人
世
帯
で
は
月
収
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
負

担
能
力
に
大
差
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
通
例
、
カ
ッ
プ
ル

の
生
活
費
は
シ
ン
グ
ル
の
そ
れ
の
二
倍
に
近
い
。
負
担
能
力
か
ら
す

る
と
カ
ッ
プ
ル
で
四
○
万
円
の
収
入
は
シ
ン
グ
ル
で
二
○
万
円
強
の

収
入
に
見
合
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
単
純
化

す
る
と
カ
ッ
プ
ル
四
○
万
円
の
収
入
と
比
較
す
べ
き
な
の
は
シ
ン
グ

ル
二
○
万
円
の
収
入
と
な
る
。

月
収
四
○
万
円
の
カ
ッ
プ
ル
と
月
収
二
○
万
円
の
シ
ン
グ
ル
を
比

べ
る
と
、
年
金
負
担
も
年
金
給
付
も
前
者
は
後
者
の
二
倍
に
な
っ
て

い
る
。
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
双
方
が
無
差
別
で
あ
り
、
問
題
は
な

い
。し

た
が
っ
て
比
較
基
準
の
選
択
次
第
で
シ
ン
グ
ル
と
カ
ッ
プ
ル
の

間
に
不
公
平
が
あ
る
か
な
い
か
の
判
断
は
分
か
れ
る
。

税
方
式
化
で
第
三
号
被
保
険
者
問
題
は
消
失
す
る

基
礎
年
金
の
財
源
を
税
方
式
（
財
源
は
年
金
目
的
消
費
税
）
で
調

達
す
る
、
あ
る
い
は
基
礎
年
金
の
保
険
料
徴
収
ベ
ー
ス
を
消
費
支
出

に
切
り
か
え
る
場
合
、
第
一
号
・
第
二
号
・
第
三
号
の
区
分
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
片
働
き
世
帯
も
共
働
き
世
帯
も
、
ま
た
シ
ン
グ
ル

も
カ
ッ
プ
ル
も
年
金
目
的
消
費
税
を
応
分
に
負
担
す
る
。
そ
し
て
定

額
の
基
礎
年
金
を
個
人
単
位
で
受
け
る
。
税
方
式
化
で
女
性
の
年
金

問
題
の
半
分
は
解
決
す
る
。
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二

完
全
個
人
単
位
化
か
夫
婦
間
所
得
分
割
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
も
、
完
全
個
人
単
位
化
を

年
金
の
世
界
で
す
す
め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
最
近
と
く
に
多

い
。
年
金
の
完
全
個
人
単
位
化
に
踏
み
き
り
遺
族
年
金
を
事
実
上
、

廃
止
し
た
国
は
今
の
と
こ
ろ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
し
か
な
い
。
そ
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
完
全
個
人
単
位
化
に
つ
い
て
「
い
き
す
ぎ
」
を
最

近
に
な
っ
て
認
め
、
夫
婦
間
の
所
得
分
割
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
も
歴
然
と
し
て

い
る
。
世
帯
単
位
の
考
え
方
を
捨
て
て
完
全
個
人
単
位
化
す
れ
ば
、

こ
の
賃
金
格
差
が
そ
の
ま
ま
老
後
に
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
る
。
総
じ
て

男
性
よ
り
長
く
生
き
る
女
性
に
と
っ
て
、
夫
と
死
別
し
た
後
の
生
活

は
苦
し
い
も
の
に
な
る
お
そ
れ
が
強
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
方
向
転

換
は
、
こ
の
よ
う
な
重
い
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

夫
婦
間
の
所
得
分
割
を
認
め
れ
ば
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
年
金

。

、

の
世
界
で
は
緩
和
さ
れ
る

夫
婦
の
賃
金
額
に
ち
が
い
は
あ
っ
て
も

夫
婦
双
方
が
平
等
に
賃
金
を
処
分
す
る
権
利
を
も
つ
。
な
ぜ
か
。
夫

婦
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
就
業
形
態
を
選
ぶ
か
は
夫
婦
が
た
が
い

に
相
談
し
双
方
が
納
得
し
た
上
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
夫
婦

共
同
の
意
思
決
定
事
項
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
の
で
あ

れ
ば
、
就
業
の
成
果
は
夫
婦
が
平
等
に
分
か
ち
あ
う
べ
き
も
の
と
な

る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
様
に
夫
婦
双
方
が
同
額
の
年
金
を
享

受
す
る
権
利
を
も
つ
。
こ
れ
が
所
得
分
割
の
背
後
に
あ
る
基
本
哲
学

で
あ
る
。

夫
婦
間
の
所
得
分
割
を
認
め
る
と
、
妻
の
年
齢
が
夫
の
年
齢
よ
り

若
い
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
老
齢
年
金
給
付
に
発
生
す
る
。

す
な
わ
ち
将
来
的
に
は
妻
が
六
五
歳
に
な
る
ま
で
二
階
部
分
の
老
齢

年
金
は
受
給
で
き
な
く
な
る
（
た
だ
し
繰
上
げ
減
額
受
給
は
可
能
で

あ
る

。
現
行
制
度
と
く
ら
べ
る
と
妻
が
六
五
歳
前
の
場
合
、
世
帯

）

単
位
で
み
る
と
年
金
給
付
が
減
っ
て
し
ま
う
。
所
得
分
割
制
度
は
夫

婦
の
選
択
に
任
せ
、
そ
れ
を
双
方
と
も
に
希
望
し
な
い
場
合
は
適
用

し
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
右
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
所
得
分
割
は
男
女
の
性
別
役
割
分
業
を
却
っ
て
強
化
し
て
し

ま
う
と
い
う
意
見
が
一
部
に
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
根

拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

一
身
専
属
規
定
の
見
直
し
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所
得
分
割
案
を
日
本
で
導
入
す
る
さ
い
に
は
、
年
金
の
一
身
専
属

規
定
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
現
行
の
民
法
（
夫
婦
別
産

制
）
や
税
法
の
規
定
と
の
間
で
も
調
整
を
せ
ま
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

離
婚
時
の
年
金
分
割
（
報
酬
比
例
部
分
）
あ
る
い
は
遺
族
年
金
の

分
割
（
正
妻
と
内
縁
の
妻
の
間
）
も
、
そ
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
な
が

ら
、
年
金
法
に
一
身
専
属
規
定
が
あ
る
た
め
に
、
思
う
に
ま
か
せ
な

か
っ
た
。
し
か
し
年
金
分
割
を
認
め
る
こ
と
は
、
今
や
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
を
除
く
主
要
国
で
は
ほ
ぼ
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
韓
国
で
も
す
で
に
離
婚
時
に
限
っ
て
年
金
分
割
を
認
め
て

い
る
。

三

遺
族
年
金
の
見
直
し

老
齢
年
金
受
給
後
に
結
婚
・
再
婚
し
た
人
の
配
偶
者
は
保
険
料
拠

出
時
に
お
け
る
貢
献
が
な
い
。
し
か
る
に
現
行
の
遺
族
年
金
は
こ
の

よ
う
な
配
偶
者
に
も
一
律
に
支
給
さ
れ
る
。
欧
米
で
は
、
こ
の
よ
う

な
配
偶
者
に
は
遺
族
年
金
の
受
給
期
間
を
制
限
す
る
例
が
増
え
て
き

た
。
日
本
で
も
受
給
期
間
を
限
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
な
く
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

遺
族
年
金
受
給
者
が
再
婚
す
る
と
、
遺
族
年
金
は
受
給
で
き
な
く

な
る
。
欧
米
で
は
遺
族
年
金
受
給
者
が
再
婚
し
て
も
遺
族
年
金
の
支

給
を
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
る
。
日
本
の
規
定
は

厳
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
遺
族
年
金
受
給
者
が
若
年
の

場
合
、
再
婚
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
が
十
分
な
給
与
を
得
て
い
る
場
合
も

多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
受
給
権
を
失
権
さ

せ
る
こ
と
が
や
は
り
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

遺
族
年
金
の
受
給
資
格
の
有
無
は
遺
族
年
金
の
新
規
裁
定
時
点
に

お
け
る
遺
族
（
配
偶
者
）
の
所
得
状
況
に
基
づ
い
て
判
定
さ
れ
て
い

。

。

る

し
か
し
配
偶
者
の
所
得
状
況
は
そ
の
後
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る

そ
の
変
化
を
無
視
し
た
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
障
害

年
金
の
場
合
、
障
害
の
程
度
が
変
わ
る
と
年
金
額
も
変
わ
る
仕
組
み

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

遺
族
年
金
は
母
子
世
帯
に
は
支
給
さ
れ
る
も
の
の
、
父
子
世
帯
に

は
支
給
さ
れ
な
い
。
こ
の
取
り
扱
い
は
男
女
平
等
の
原
則
に
反
し
て

い
る
。

四

非
正
規
労
働
者
の
年
金
適
用
問
題

年
間
賃
金
一
三
○
万
円
の
壁
を
め
ぐ
る
議
論
も
少
な
く
な
い
。
あ
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る
い
は
、
い
わ
ゆ
る
四
分
の
三
条
項
を
問
題
視
す
る
人
も
い
る
。
女

性
パ
ー
ト
労
働
者
は
、
こ
れ
ら
の
壁
や
条
項
を
意
識
し
な
が
ら
年
間

賃
金
を
一
三
〇
万
円
以
内
に
抑
え
る
た
め
に
労
働
日
数
を
調
整
す
る

例
が
多
い
と
い
う
。
み
ず
か
ら
年
金
保
険
料
を
直
接
納
め
る
こ
と
を

さ
け
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
女
性
パ
ー
ト
労
働
者
は
低
所
得

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

あ
る
い
は
最
近
で
は
、
派
遣
労
働
者
が
加
入
資
格
を
有
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
厚
生
年
金
に
加
入
し
な
い
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
い

る
。
五
人
未
満
の
小
企
業
で
は
従
業
員
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
な
い

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
事
業
主
も
本
人
も
厚
生
年
金
の
重
い
年
金

保
険
料
負
担
を
さ
け
、
企
業
の
人
件
費
を
減
ら
し
本
人
の
手
取
り
賃

金
を
ふ
や
す
方
向
で
内
々
に
手
を
に
ぎ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
年

金
の
空
洞
化
は
非
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
国
民
年
金
だ
け
の

現
象
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
グ
ル
ー
プ
が
加

入
す
る
厚
生
年
金
に
も
空
洞
化
が
す
で
に
生
じ
は
じ
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

い
ま
就
業
形
態
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
従
来
型
の
正

規
労
働
者
が
減
っ
て
い
き
、
代
わ
っ
て
様
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
非
正
規

労
働
者
が
急
速
に
ふ
え
つ
つ
あ
る
。
非
正
規
労
働
者
の
厚
生
年
金
適

用
問
題
は
捨
て
て
お
け
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
は
単
に
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
各
国
と
も
同
じ
問
題

に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
問
題
を
打
開
す
る
た
め
の
糸
口
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

一
階
の
基
礎
年
金
を
税
方
式
で
ま
か
な
う
こ
と
を
前
提
と
す
れ

ば
、
議
論
は
し
や
す
く
な
る
。
た
と
え
ば
賃
金
の
多
寡
や
労
働
時
間

・
労
働
日
数
の
長
短
を
問
わ
ず
基
本
的
に
す
べ
て
の
賃
金
稼
得
者
を

厚
生
年
金
の
適
用
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
就
業
形
態

に
中
立
的
な
取
り
あ
つ
か
い
と
な
る
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
で
は
年

間
賃
金
七
八
〇
ド
ル
（
約
九
万
四
〇
〇
〇
円
）
以
上
の
者
を
す
べ
て

強
制
適
用
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
日
本
で
は
標
準
報
酬
月

（

）

。

額
の
下
限

月
額
九
万
八
〇
〇
〇
円

を
と
り
は
ら
う
必
要
が
あ
る

検
討
会
で
は
、
週
の
就
業
時
間
が
正
社
員
の
二
分
の
一
以
上
、
パ

ー
ト
年
収
が
六
五
万
円
以
上
、
の
ど
ち
ら
か
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

厚
生
年
金
へ
の
加
入
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
案
を
中
心
に
し
て
議
論

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
四
分
の
三
条
項
を
二
分
の
一
条
項
に
、
一

三
〇
万
円
の
壁
を
六
五
万
円
の
壁
に
そ
れ
ぞ
れ
変
え
る
案
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
こ
の
う
ち
二
分
の
一
条
項
は
雇
用
保
険
で
採
用
さ
れ
て
い

。

、

、

る

一
方

六
五
万
円
は
単
に
現
行
の
一
三
〇
万
円
の
半
額
で
あ
り

腰
だ
め
的
な
性
格
を
免
れ
な
い
。
な
ん
ら
か
の
形
で
納
得
し
う
る
金

額
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
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国
民
年
金
の
保
険
料
を
現
在
支
払
っ
て
い
る
者
が
パ
ー
ト
労
働
に
切

り
か
え
一
五
万
円
程
度
以
下
に
月
収
を
抑
え
る
と
、
厚
生
年
金
適
用

に
と
も
な
っ
て
年
金
保
険
料
負
担
は
こ
れ
ま
で
よ
り
軽
く
な
る
。
結

果
的
に
、
家
事
手
伝
い
・
フ
リ
ー
タ
ー
や
自
営
業
か
ら
低
所
得
パ
ー

ト
へ
の
切
り
か
え
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

明
日
の
年
金
か
賃
金
か
の
選
択

非
正
規
労
働
者
が
す
べ
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
彼
ら
の
賃
金
は
総
じ
て
早
晩
、
下
方
修
正
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
事

業
主
は
新
た
な
年
金
保
険
料
の
支
払
い
原
資
を
確
保
す
る
た
め
に
、

彼
ら
の
賃
金
を
下
げ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
業
主
は
い
ず

れ
に
せ
よ
経
済
合
理
性
を
追
い
も
と
め
る
。
非
正
規
労
働
者
の
取
り

あ
つ
か
い
が
変
わ
っ
て
も
、
彼
ら
は
不
利
益
を
回
避
す
る
よ
う
に
行

動
す
る
は
ず
で
あ
る
。

む
し
ろ
問
題
は
非
正
規
労
働
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
す
る
と
非
正
規
労
働
者
は
、
今
日
の
賃
金

を
一
部
う
し
な
っ
て
明
日
の
年
金
給
付
に
厚
み
を
く
わ
え
る
こ
と
に

な
る
。
逆
に
「
明
日
の
公
的
年
金
給
付
よ
り
も
今
日
の
賃
金
が
高
い

方
が
よ
い
」
と
い
う
人
が
多
数
派
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
賃
金
稼
得

。

、

者
を
厚
生
年
金
に
適
用
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
な
る

そ
の
場
合

老
後
所
得
に
厚
み
が
ほ
し
い
非
正
規
労
働
者
は
個
人
貯
蓄
や
個
人
年

金
の
器
を
通
し
て
若
い
と
き
か
ら
準
備
し
て
い
く
こ
と
を
迫
ら
れ
よ

う
。

五

そ
の
他
の
論
点

公
的
年
金
制
度
は
基
本
線
と
し
て
賦
課
方
式
で
財
政
を
運
営
し
て

い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
老
後
所
得
の
保
障
は
強
制
的
な

世
代
間
の
助
け
あ
い
の
制
度
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
反
面
、
こ

の
制
度
は
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
と
な
る
こ
と

を
奨
励
す
る
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
で
は
子
供
を
つ
く
ら

ず
産
ま
ず
育
て
な
い
。
年
を
と
っ
た
ら
他
人
が
育
て
た
子
供
や
孫
に

年
金
財
源
を
拠
出
し
て
も
ら
っ
て
年
金
給
付
を
受
け
る
。
こ
れ
が
最

も
ラ
ク
で
ト
ク
な
選
択
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
が

広
が
っ
て
い
く
と
、
強
制
的
な
世
代
間
扶
養
制
度
で
あ
る
公
的
年
金

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
次
第
に
困
難
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
な
ん
ら
か
の
政
策

手
段
を
用
い
て
打
ち
消
す
必
要
が
あ
る
。
出
産
や
子
育
て
か
ら
中
立

的
な
仕
組
み
を
年
金
制
度
を
含
め
て
総
合
的
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
現
行
制
度
は
出
産
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
支
援
が
弱
い
。

年
金
制
度
や
税
制
さ
ら
に
は
各
種
の
財
政
給
付
金
を
組
み
あ
わ
せ
て

出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
男
女
が
共
同
し
て
子
育
て
に
参
加
す
る
社

会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
男
性
の
働
き
方
を

変
え
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
社
会
・
経
済
の
両
面
で
徹
底
し
た
構

造
改
革
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
多
様
化
が
ま
す
ま
す
進
む
社
会
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
選
択

か
ら
中
立
的
な
仕
組
み
を
公
的
な
制
度
に
お
い
て
構
築
す
る
こ
と
は

事
実
上
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
多
様
性
へ
の
対
応
は
民
間
の
ス
キ
ー

ム
で
あ
れ
ば
弾
力
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
強
制
力
を
伴

い
公
平
性
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
的
制
度
で
は
お
の
ず

か
ら
限
界
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
、
公
的
制
度
に
お

い
て
も
可
能
な
か
ぎ
り
中
立
的
な
仕
組
み
に
近
づ
け
る
努
力
を
惜
し

ん
で
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
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専業主婦の保険料負担の主な選択肢 

案 方法 負担者 ポイント 

現行 
制度 

定率 夫 
妻の分は会社員全員で

負担 

Ⅰ案 定率 妻 

夫の賃金の半分を妻の

賃 金 と 見 な し て 保 険

料・年金を二つに分割

する 

Ⅱ案 定額 妻 
妻が自分の国民年金保

険料を支払う 

Ⅲ案 定額 夫 
妻分の国民年金保険料

を夫から上乗せ徴収 

Ⅳ案 定率 夫 
妻の国民年金分の保険

料を夫から報酬比例で

上乗せ徴収 
Ⅴ案 保険料の免除を育児介護期間中に限定 

Ⅵ案 定率 夫 
保険料上限を引き上げ

高所得者に保険料の追

加負担を求める 

 


